
７月　行事予定

14 日

30 火15 月 「海の日」

31 水16 火

29 月

12 金 45分授業　レクレーションデー予備日

28 日13 土

27 土

10 水 漢字テスト⑥

26 金11 木 レクレーションデー

　教職員研修会(EILSの活用方法)14:00～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(予備日26日)

25 木

8 月
ボートレース大会予備日②
4～6月分授業料､7～8月分校納金口座振替日

24 水 　　9 火 人権デー②

　進路ガイダンス(3年 10:00～16:00)23 火

22 月 　ＳＵＴ(～31日)　　就職指導(～31日)7 日 英検①(2次)

21 日

20 土5 金
ボートレース大会予備日①
第1回日本漢字能力検定

6 土
ベネッセ総合学力テスト(2年)
総合学力記述模試(3年)

①～④45分授業　交通安全登校指導1 月
求人訪問・求人票受理開始
身だしなみ再指導(〆切)

17 水

終業式 　壮行会

2 火

3 水
応急処置講習会(全校生徒)
レクレーションデー練習日⑤⑥

19 金

18 木
①～③45分授業
④体育祭結団式･選手登録
家庭クラブ活動(高齢者施設訪問 14:00～)

4 木 ボートレース大会

三
者
懇
談
会

 

    宇和島東高校津島分校 総務課   
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 美しい真珠の苦労話 

生徒課長 井上 大輔  

 

 皆さんが生活している宇和島地域は昔から真珠の養殖が有名です。そこで、真珠にまつわる話

を一つ紹介したいと思います。 

 「あこや貝」の美しい真珠は、多くの人々の憧れの的ですが、その裏には貝が受ける苦痛やス

トレスが存在します。美しい真珠が生まれる過程は貝にとって苦痛なものかもしれません。なぜ

なら、貝は自ら真珠を作るのではなく、人間に無理やり核石を挿入され、それが内部で真珠に変

化するからです。この挿入は貝にとって痛みやストレスを伴い、それを受け入れることは容易で

はありません。しかし、貝は核石を受け入れ、美しい真珠を生み出します。このことは、私たち

にとっても教訓となります。  

 人生においても、苦難や困難を受け入れることで、新たな可能性や美を見い出すことができる

のです。また私たちが生きていく上で、「四苦八苦」と呼ばれるさまざまな苦難が待ち受けてい

ます。生まれつきの苦しみや年齢を重ねることによるもの、病気や死に向かう苦しみ、愛する人

との別れや憎しみによるもの、そして欲求不満や五感の苦しみなど、これらの苦しみは避けられ

ません。しかし、その苦しみを受け入れ、乗り越えることで、私たちは成長し、内面を豊かにす

ることができます。 

 心の中には過去のトラウマや失敗、不安や恐れがありますが、それらを受け入れ、乗り越える

ことで、私たちは自己成長を遂げるのです。このプロセスこそが、私たちの内なる真珠を磨く旅

なのかもしれません。貝が核石を受け入れて真珠に変えるように、私たちも人生の中で訪れる苦

難を受け入れることが求められます。しかし、私たちは簡単に苦難を受け入れることができない

ことがあります。どちらにせよ待ち受ける人生をどう捉えますか？「どうせ？」「せっかく？」 

どうせやらないといけないのだから、どうせこんなチームだから、どうせ本来他人同士

だから。 

せっかくできるのだから、せっかくこのチームに入ったのだから、せっかくこの人と縁

があって一緒になったんだから。 

 考え方ひとつでこんなに文章が変わってきます。否定的な「どうせ」の考え方では、あき

らめがちであり、自らの能力を過小評価することがあります。一方で肯定的な「せっかく」の考

え方は、可能性やチャンスを見出すことができます。貝が核石を「せっかく」と受け入れて真珠

に変えるように、私たちも人生の中で訪れる苦難を「せっかく」の機会と捉え、成長や学びの機

会として受け入れることができれば、より豊かな人生を歩むことができるでしょう。 

 生活は思い通りにはいかないものです。しかし、その途中で訪れる苦しみや困難を受け入れる

ことができれば、私たちの人生はより意味のあるものになるかもしれません。その苦しみや困難

が、私たちの内なる真珠を磨くための機会であると捉えることができれば、それは決して無駄な

ことではありません。 

 せっかくこのメンバーで残りわずかな津島分校での生活を送れるのだから、全員で最高な思い

出を作りましょう。 


